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次元 TLC 及び 360M出 lH-NMRで同定した。第五章では，乙の知見をもとにして更に長鎖のリボ
又クレオチド C 24 mer )の合成を行なった。長鎖のリボヌクレオチドを合成するには， その反応の確
認が問題となるが，筆者は最近生体高分子等の解析に用いられている FAB mass を用いて各合成ブロ
ックを同定する事とした。その結果，塩基配列の確認及び修飾塩基に対して付加反応等が起こっていな
い事を確認する事ができた。合成ブロックは， トリマー及びテトラマーとして，ブロック縮合を行なっ
て更に長鎖のブロックとしていった。合成した完全保護 24 mer は， FAB mass で約 m/Z 13 ， 700 に
分子イオンピークを認めた事で同定した。なおこの分子量は，いままで質量分析で測定された化合物の
中では最も大きいものである。 24 mer は脱保護を行なった後， HPLC で精製して純粋と思われる部分
を得た。同定は，ポリアクリルアミドゲル電気泳動及び 2 次元 TLC によって行なった。 この 24mer
は，いままで合成された修飾塩基を含むリボヌクレオチドの中で最長のものである。
論文の審査結果の要旨
同君は前 iと液相法iζ用いて成功した 2'-0 テトラハイドロフラニル保護法を用い固相法によって




ついで大腸菌 t RNAfMet のフラグメン卜 9， 10 , 19鎖長のオリゴヌクレオチドを合成し，又， 上記
修飾塩基を含む 14 鎖長のオリゴマーの合成に成功した。
又この合成中間体である完全保護 19-mer の質量分析を行い， 乙のものの塩基配列の決定 iこ役立つ
ことを示した。
以上の成果は博士論文として充分に価値あるものと認める。
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